
よめばやさしくなるよめばやさしくなる
しゃきょうのしゃきょうの
こうほうしこうほうし

福福祉祉くくままのの

熊野市社会福祉協議会の一部事業には、 赤い羽根共同募金配分金を活用させていただいております。熊野市社会福祉協議会の一部事業には、 赤い羽根共同募金配分金を活用させていただいております。

令和 5 年 1 月令和 5 年 1 月

104
no.

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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熊
野
市
身
体
障
害
者
（
児
）
福
祉
連
合
会
・

森
岡
寛
佳
会
長
、
紀
南
視
覚
障
害
者
福
祉

会
・
洞
良
夫
会
長
を
講
師
に
井
戸
小
学
校
（
6
年

生
）
と
有
馬
小
学
校
（
4
年
生
）
で
福
祉
教
育
事

業
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん
は
車
イ
ス
や

視
覚
障
害
体
験
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
に
は
ど
ん

な
手
助
け
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
福
祉
や
支
え
あ

い
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

小
中
学
校
合
同
防
災
学
習
に
、
熊
野
市
身
体

障
害
者
（
児
）
福
祉
連
合
会
と
と
も
に
参

加
し
ま
し
た
。
災
害
時
に
指
定
避
難
所
と
な
る
木

本
中
学
校
。
中
学
生
が
避
難
所
運
営
役
を
担
い
、

車
椅
子
や
高
齢
の
方
で
も
安
心
し
て
避
難
が
出
来

る
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

ボランティアセンターからのおしらせ♥ボランティアセンターからのおしらせ♠ボランティアセンターからのおしらせ♦ボランティアセンターからのおしらせ♣ボランティアセンターからのおしら

やりました。
10

31 10小
学
校
で
の小

中
学
校
合
同

防
災
学
習

防
災
学
習

福
祉祉
教
育

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧

年
中
は
当
法
人
の
実
施
す
る
事
業
な
ど

に
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
い
よ
い
よ
3
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
振
り
返
れ
ば

令
和
4
年
も
大
過
な
く
事
業
活
動
が
行

え
ま
し
た
こ
と
、
本
当
に
有
難
く
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
世
界
に
目
を
向
け
れ

ば
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
目
に

入
っ
て
き
ま
す
。
地
域
福
祉
を
推
進
す

る
団
体
と
し
て
関
連
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
普
段
の
何
気
な
い
暮
ら

し
、
つ
ま
り
は
福
祉
福
祉
と
い
う
も
の
が
い

か
に
尊
い
も
の
で
あ
る
の
か
を
改
め
て

痛
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
暮
ら

し
を
い
つ
ま
で
も
維
持
、
継
続
さ
せ
る

た
め
に
は
、
自
分
一
人
で
は
到
底
叶
い

ま
せ
ん
し
、
我
々
社
会
福
祉
協
議
会
と

し
て
の
支
援
も
ほ
ん
の
一
助
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を
安
定

し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
や
は

り
、
ご
近
所
の
皆
様
や
、
広
く
地
域
に

お
住
い
の
皆
様
、
そ
し
て
、
行
政
、
関

係
す
る
機
関
、
事
業
所
の
皆
様
お
一
人

お
一
人
の
ご
理
解
と
、
ご
支
援
が
な
け

れ
ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な

昨
今
、
昔
の
よ
う
に
地
域
の
福
祉
が
当

た
り
前
の
時
代
と
は
違
い
、
遠
慮
が
先

に
立
ち
、
な
か
な
か
活
動
に
結
び
つ
か

な
い
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
3

年
前
か
ら
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

り
、
以
前
は
実
施
で
き
て
い
た
活
動

が
、
現
在
も
休
止
、
も
し
く
は
廃
止
と

な
っ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。　

　

世
界
を
不
安
に
陥
れ
た
感
染
症
の
影

響
も
徐
々
に
薄
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
油
断
は
禁
物
で
す

が
、
福
祉
が
停
滞
す
る
と
い
う
こ
と
が

良
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

何
も
な
い
平
和
な
と
き
も
、
感
染
が
拡

大
し
て
い
る
と
き
も
、
日
々
の
暮
ら
し

に
困
っ
て
い
た
り
、
不
安
を
抱
え
て
暮

ら
す
人
の
辛
さ
は
変
わ
ら
な
い
か
ら
で

す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
改
め
て
私
た
ち

の
本
分
と
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の

使
命
を
見
つ
め
直
し
、
住
民
の
活
動
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
支
援
に
力

を
入
れ
、
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
や
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
公
的
な
支
援

に
つ
い
て
も
、
利
用
さ
れ
る
方
、
地
域

の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
を
目
指
し
、
質
と
量
の
確
保

に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
私
た
ち
の
活
動
に
少
し

で
も
関
心
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
共
に

熊
野
市
の
福
祉
向
上
に
よ
り
一
層
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

令
和
5
年
元
旦

　
　
　

社
会
福
祉
法
人

　
　
　

熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

会

長　

濱
田
秀
人

　
　
　
　

役
職
員
一
同

井
戸
小
学
校

有
馬
小
学
校

2124
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11
1

11
10

11
2

三
重
県
社
会
福
祉
大
会

三
重
県
社
会
福
祉
大
会

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

第第
7070
回回

紀
南
地
域
知
的
障
害
者
（
児
）

紀
南
地
域
知
的
障
害
者
（
児
）

く
ま
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

く
ま
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

生
活
交
流
会

生
活
交
流
会

熊
野
市
社
会
福
祉
大
会

熊
野
市
社
会
福
祉
大
会

第
９
回

第
９
回

熊
野
市
民
会
館

熊
野
市
民
会
館

ボランティアのことなら

熊野市ボランティアセンター
〠 519-4324 熊野市井戸町 1150 番地　でんわ：0597-89-5000 ＦＡＸ：0597-89-3068

おしょうがつ
から

ボランティア♥3

松本峠を中心とした熊野古道保全ボランティア団体です。70歳以上の方々が中心ですが
皆さんとてもお元気です！取材に伺った日は台風が過ぎ去った後でとても荒れた状態だ

ったのですが、笑顔で清掃活動をされていました。

 ボランティアグループ活動紹介ボランティアグループ活動紹介しょうかい
するよ

ボランティアセンターからのおしらせ♥ボランティアセンターからのおしらせ♠ボランティアセンターからのおしらせ♦ボランティアセンターからのおしらせ♣ボランティアセンターからのおしら

だ ん だ ん の 会だ ん だ ん の 会

熊
野
市
か
ら
は
次
の
方
が
栄
え
あ
る
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
※
敬
称
略

【
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
屋
愛
子（
木
本
町
）

今
回
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
祭
り
」。
射
的
、

釣
り
、
わ
な
げ
、
く
じ
引
き
な
ど
チ
ー

ム
の
み
ん
な
と
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
景
品
を
前
に
大
盛

り
上
が
り
！

社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
顕

彰
と
併
せ
て
、
福
祉
関
係
者
一
同
で
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。
以
下
、
受
章
さ
れ
た
皆
様
で
す
。　

※
敬
称
略

【
熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

　

濱
口
安
德
（
遊
木
町
）、
仲
加
代
子
（
新
鹿
町
）、　

　

三
間
則
爲
（
磯
崎
町
）、
湊
良
直
（
井
戸
町
）、

　

立
嶋
千
穗
（
井
戸
町
）、
奥
地
秀
也
（
有
馬
町
）、　

　

湊
妙
子
（
有
馬
町
）、
尾
白
敏
子
（
有
馬
町
）、

　

鈴
木
修
二
（
有
馬
町
）、
原
田
良
子
（
五
郷
町
）、　

　

尾
子
か
よ
子
（
紀
和
町
）、

　

大
場
真
智
子
（
紀
和
町
）、
高
見
栄
（
紀
和
町
）

社
会
福
祉
功
労
者

社
会
福
祉
功
労
者

　

金
子
月
美
（
新
鹿
町
）、
西
ち
さ
代
（
新
鹿
町
）、

水
上
隆
子
（
磯
崎
町
）、
田
口
康
廣
（
久
生
屋
町
）

【
熊
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
】

　

坪
田
行
子
（
新
鹿
町
）、
東
匡
保
（
有
馬
町
）

（代表　上田勝久さん）
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初
夢
の
一
富
士
二
鷹
三
茄
子

一
富
士
二
鷹
三
茄
子
に
続

き
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。四
扇
五
煙
草
六
座
頭

四
扇
五
煙
草
六
座
頭
だ
そ
う
で
、

扇扇
は
末
広
が
り
、
煙
草
煙
草
は
煙
が
上
が
る

の
で
運
気
上
昇
、
座
頭
座
頭
は
毛
が
無
い
の

で
怪
我
が
な
い
と
い
う
意
味
ら
し
い
で

す
。
▼
今
と
違
っ
て
、
昔
の
人
は
、
言

い
伝
え
を
、
暮
ら
し
の
指
針
と
し
て
い

た
の
で
す
ね
。
今
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
何
で
も
調
べ
ら
れ
ま
す
が
。
▼
情
報

に
求
め
ら
れ
る
の
は
正
し
さ
。
で
も
個

人
的
に
は
時
に
、
夢
や
希
望
な
ん
て
の

も
あ
っ
て
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
▼

悪
い
初
夢
な
ら
科
学
的
根
拠
な
し
と
忘

れ
て
、良
い
初
夢
な
ら
ば
、今
年
は
き
っ

と
い
い
こ
と
あ
る
よ
！
っ
て
素
直
に
喜

び
ま
し
ょ
う
よ
。（
あ
き
ひ
と
）  

◆
開

設

日

1
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　

　

2
月
21
日
（
火
）

◆
相

談

員

片
山
眞
洋　

弁
護
士

◆
会
　

場

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

◆
時
　

間

13
時
か
ら
（
一
人
15
分
）

◆
相
談
内
容 

民
事
全
般

　
　
　
　
（
相
続
、
離
婚
、
雇
用
、
他
）

◆
予
　

約

前
日
の
15
時
ま
で

◆
担
　

当

地
域
福
祉
係　

伴
（
ば
ん
）

ご
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
介
護
用
品

や
乳
幼
児
用
品
、
ま
た
、「
譲
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
品
物
を
登
録
し
、
地
域
で

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
制
度
で
す
。
品
物
を
「
ゆ

ず
り
た
い
」
ま
た
は
「
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
」

場
合
は
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
情

報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

♠
担
当　

地
域
福
祉
係　

都
竹
（
つ
づ
く
）

雇
用
形
態
▼
非
常
勤

業
務
内
容
▼
運
転
、
準
備
片
づ
け
、
ほ
か

賃
金
▼
9
3
3
円
（
時
間
給
）

手
当
等
▼
通
勤
手
当
、
ほ
か

応
募
資
格
▼
普
通
自
動
車
免
許
（
AT
可
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
ま
で
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
縮
小
し
な
が
ら
も
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
が
、
各
学
校
で
も
そ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
12
月
12
日
（
月
）

入
鹿
中
学
校
生
徒
会
か
ら
の
募
金
を
受
け
取

り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
の
中
で
生
徒

や
先
生
に
呼
び
掛
け
て
募
金
活
動
を
行
っ
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。
通
常
の
活
動
が
な
か
な

か
行
え
な
い
中
で
、
こ
う
い
う
取
り
組
み
は

本
当
に
励
み
に
な
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

無
料
法
律
相
談

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

入
鹿
中
学
校
生
徒
会

募
金
活
動
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ハッピーニューイヤー！今年も張り切って
まいりましょう！出題とプレゼントで頑

張りますヨ！今回もくまちがい箇所は 10 こ！

さて、今回のプレゼントですが、お正月という

ことでお年玉企画！前回に続いて手づくりくま手づくりくま

しゃんグッズ第 4段！しゃんグッズ第 4段！「くましゃんおはしとはくましゃんおはしとは

しばこのセットしばこのセット」を 5名の方に！これでランチ

もくましゃんといつもいっしょ！

①はがきに文字で答えを書いて送る
②この絵に記入して、はがきに貼って送る
③この絵に記入して、写真を撮って「おてがみ」
から送信する
はがき☞〠 519-4324 熊野市井戸町 1150
番地　熊野市社会福祉協議会くましゃん宛
「おてがみ」☞熊野市社協HP「おてがみ」から。
　　　　　　　　　　　　　　　↘右下QRが便利！↘
福祉くまの、くましゃんの感想もかいてね♥

令和 5年 1月 30 日（月）まで

あ
と
が
き

あ
と
が
き

お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す
！

大川史龍さん大川史龍さん
上地キク代さん上地キク代さん
久保まり子さん久保まり子さん
西畑輝子さん西畑輝子さん
濱田美恵子さん濱田美恵子さん

前
回
の
答
え
と
当
選
者

く まく ま ち が い さ が しち が い さ が し

正 誤

リサイクルのページ

訪問入浴運転手
募集中！募集中！

詳
し
く
は

コ
チ
ラ
←

　　 回の
くましゃん
 グッズは
    これ！

今


